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	リケジョキャリアをとことん語り合う。�女子学生・女性技術者と大学・企業。楽しく本気。	
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	スライド番号 4
	《概要と効果》�　女子学生と女性技術者、企業や大学の育成・支援者が、直接語り合うことで、疑問や不安を具体化し、シートに見える化。誤解や課題についての対策を語り合うことで、貴女らしさを大切にしたキャリア構築への一歩を踏み出すことを応援します。��　語り合いのプロセスで創り上げるシートは、思い込みや調査不足による誤解や、それぞれの立場からの率直な意見が書き出されることでしょう。それを見ながらさらに、自分が何を大切にこれからのキャリアを重ねていくのか、今までとは違った世界が見えてくるはずです。�　�《プログラム》�10:00-10:10　はじめの挨拶��10:10-10:50　基調講演「自分らしいキャリアへの道」�帝人(株) 人事総務部 ダ イバーシティ推進室長 日高乃里子氏�10:50-12:10　グループワーク　I�学生同士、支援側同志で夢や目標、課題、不安に思っていることなどを共有し、シートに書き出します。結果を発表し、全体で共有します。�　12:10-13:00　昼食（会場にてお弁当　参加者負担）�➡作成した見える化シートの配布）�　13:00-14:30　グループワーク　II　発表�➡異なる立場の混成グループ（女子学生、女性技術者、企業人事、大学）で、先の発表を基に、疑問を伝えたり、答えたりして、じっくり語り合います。�ギャップの見える化と解決のための方策を話し合います。�　14:30-16:30　　グループワーク　III　発表�➡再び、同じ立場同士のグループに戻って、語り合ったことで見えてきた気づきや新たな疑問、今後の抱負などを共有し、シートに整理します。結果を発表し、全体で共有します。�　
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